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技術の特徴

沖縄特産の柑橘であるシークワーサー（Citrus depressa）は、様々な機能性が注目されている

ポリメトキシフラボノイドを豊富に含むことから近年需要が高まっています。ポリメトキシフラボノイ
ドは果皮に多く含まれるため、シークワーサー果実を搾って果汁を製造する際には、その多くが
残渣に残ってしまいます。本研究では、各種搾汁機の特性を生かした残渣の有効利用方法とし
て、以下に示すような二段階の搾汁処理と二次加工法を提案しました。

研究の内容

今後の展開

沖縄地方を中心とした企業に、上の図に示すような残渣由来の各画分の利用についてアピー
ルし、これらの素材を利用した製品（食品、生活用品等）が製造されることを目指しています。
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シークワーサー搾汁残渣の有効活用のための加工利用例（検討中）

搾汁機の概略図
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シークワーサーに含まれる主要な
ポリメトキシフラボノイドの構造

O

OCH3

OCH3

OCH3

H3CO

H3CO

OCH3

O

O

OCH3

OCH3

OH

H3CO

H3CO

OCH3

O

O

OCH3

OCH3

H3CO

H3CO

OCH3

O

nobiletin

tangeletin

5-demethylnobiletin


	スライド番号 1

